






要約:急性期に明かな心血管障害を認めなかった川崎病症例の長期予後を調査した。対象は

昭和 55 年 5月以降急性期から宮崎医科大学小児科に入院し、治療を受けた川崎病 110 例中

急性期に心血管障害を認めなかった 82症例である。経過観察中 1例に散発性の心室性期外

収縮を認めた以外新しい異常を発見された症例はなかった。比較的短期間の観察ではこれ

らの症例の予後は良好と思われたが、長期予後に関しては不明で、さらなる追跡が必要で

ある。 


